
【予告】悩みごと電話相談サービス 

弊事務所では外部機関と契約して、社員が抱

える様々な悩みに対して、専門家が電話でカウ

ンセリングを行うサービスを１２月から始めま

す。詳しくはお問い合わせ下さい。 

社会保険労務士 丸山事務所 
〒330-0852 

埼玉県さいたま市大宮区大成町 １－５１５ 

所長 ：丸山 峰雄（特定社会保険労務士） 

Tel・Fax : 048-637-4387 

e-Mail  : info@office-maruyama.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ : http://www.office-maruyama.jp 

労災隠しと労災保険
「労災隠しは犯罪です！」とのキャッチフレー

ズをよく耳にします。ところが、「労災隠し」と「労

災保険」の間での混乱や誤解をしているケースが

見られます。今回は、労災隠しと労災保険制度に

ついて整理してみます。 

 労災隠しとは  

最大の誤解が、業務上の怪我の治療に労災保険

を使わないことを「労災隠し」と認識しているケ

ースです。業務上の怪我の治療に健康保険を使う

ことはできませんが、労災保険を使わなければな

らない規定はありません。治療費の全額を会社が

負担したとしても「労災隠し」にはなりません。 

業務上の休業事故があったのに労働基準監督署

へ死傷病報告書を提出しなかったり、嘘の報告を

したりすることが「労災隠し」です。これらは、

労働安全衛生法第１００条違反になります。 

労災隠しが発覚すると労働基準監督署は高い確

率で悪質な犯罪行為として書類送検し、検察官は

起訴をし、裁判所はこれを有罪とします。 

 労災隠しの理由  

労災を隠す理由には、①制度を知らなかった、

②元請けに迷惑がかかる、③元請けから仕事がな

くなる、④労災保険料が高くなる、⑤労災保険に

加入していない、⑥労働基準監督署から指導を受

ける、等があるようです。①は論外として、②～

⑥が問題です。労災隠しが犯罪視されるのは、再

発防止対策が適切にされる機会を奪うためです。 

 労災による休業とは  

被災者が翌日に有給休暇で休んだとしても、休

業になるとは限りません。休業とは、療養のため

に「労働することができない」状態を言うのであ

って、この状態は医師が判断します。逆に、休業

しなければならない状態なのに、無理をして出社

させることは、大きな問題になります。 

 労災保険を使うと保険料は高くなるか  

自動車保険からの類推から、労災保険を使うと

保険料が必ず高くなるとの思いがあります。とこ

ろが実際に保険料が高くなるのは、「メリット制」

が適用される一定規模以上の事業者だけです。２

０名未満の中小の会社は、建設、林業は別として

メリット制が適用されませんので、労災保険を使

ったとしても保険料は高くはなりません。 

 労災保険は誰のため  

当然に被災社員のためです。と、同時に会社の

ためのものです。 

労災保険では治療費の社員負担はゼロですので

安心して治療を受けることができます。休業によ

る給料の不払い分も通常の８０％ぐらいが補償さ

れます。このように、労災保険は被災した社員の

ためのものです。 

一方、労働基準法は会社に対して療養費の全額、

休業補償として平均賃金の６０％を支払うよう規

定しています。高額の治療であったり、休業が長

期間続いたりすると、会社の負担は大変な額にな

ります。この負担に耐えることができない会社は

倒産します。労災保険は、この負担分の大半をカ

バーしてくれます。労災保険は会社のためにある

とも言える訳です。 

労働トラブルの未然防止に力を入れている 

社会保険労務士

 丸山事務所 通信

２０１３年１１月（第５４号）

 本事務所通信は事務所の顧客さま、名刺交

換をさせていただいた方、ＦＡＸ番号を教え頂い

た会社へお送りしております。不要の方はお手

数ですがメール、ＦＡＸ、電話等でその旨をご連

絡下さいますようお願い申し上げます。 


